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日本共産党県会議員の見解を紹介します

辻
議
員
は
、
９
月
定
例
議
会
で
文
教
委
員
会
に
所
属
が
決

ま
り
ま
し
た
。
１
０

月
１
日
の
委
員
会
質
疑
で
は
、｢

教
職
員
定

数
を
め
ぐ
る
問
題｣

と
、「
教
職
員
の
健
康
管
理
の
問
題
」、
ま

た
、
１
９
日
に
は
「
教
職
員
の
超
過
勤
務
問
題
」
を
、
そ
れ

ぞ
れ
取
り
上
げ
ま
し
た
。

教
職
員
は
全
国
最
下
位
の
充
足
率

「
教
育
行
政
の
役
割
を
果
せ
」

文
部
科
学
省
が
実
施
し
た
公
立
小
・
中
学
校
の
教
職

員
定
数
の
充
足
状
況
調
査
に
よ
る
と
、
広
島
県
は
平
成

１５
年
度
、
全
国
最
下
位
で
す
。

辻
議
員
は
、「
広
島
県
の
充
足
率
が
９
８
・
５
％
で
、

２
１
３
人
不
足
し
て
い
る
。
他
の
未
充
足
の
県
と
比
べ

て
も
突
出
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
県
教
委
の
受
け
止

め
と
、
平
成
１６
年
度
５
月
１
日
現
在
の
小
・
中
学
校
の

充
足
率
を
尋
ね
ま
し
た
。

教
職
員
課
長
は
、「
充
足
率
は
９
８
・
２
％
。
Ｈ
１３
年

度
か
ら
、
国
が
少
人
数
指
導
、
習
熟
度
指
導
を
推
進
す

る
観
点
か
ら
、
非
常
勤
講
師
を
活
用
す
る
た
め
の
制
度

改
正
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
本
県
で
も
、
非
常
勤
講
師

を
活
用
し
な
が
ら
少
人
数
指
導
の
実
施
等
を
お
こ
な
っ

て
い
る
」
と
の
べ
、
充
足
率
の
原
因
は
、
人
材
不
足
や

非
常
勤
講
師
の
活
用
が
十
分
で
な
か
っ
た
状
況
を
あ

げ
、「
積
極
的
に
人
材
の
確
保
に
努
め
た
い
」
と
答
弁
。

辻
議
員
は
、「
全
国
同
じ
条
件
で
あ
り
な
が
ら
、
今
年

度
は
さ
ら
に
低
い
。
本
来
の
教
育
行
政
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
て
い
な
い
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

非
常
勤
の
多
用
化
は
問
題

　
　
　
平
成
１
６

年
度
の
常
勤
者
１
万
３
６
１
２
人
の
う
ち
、

定
数
内
臨
時
採
用
教
職
員
は
、
小
学
校
３
２
３
名
、
中

学
校
２
２
６
名
、
計
５
４
９
名
。
広
島
県
の
定
数
政
策

の
問
題
点
は
、
非
常
勤
の
多
用
化
で
す
。

辻
議
員
は
、「
中
１
の
『
は
つ
ら
つ
プ
ラ
ン
』、
中
２
・

中
３
の
習
熟
度
別
の
少
人
数
指
導
に
つ
い
て
、
学
校
の

希
望
に
よ
り
非
常
勤
講
師
が
配
置
さ
れ
る
が
、
（
非
常
勤

講
師
の
不
足
で
）
未
配
置
学
校
が
あ
る
と
聞
く
。
実
態

は
ど
う
か
」
と
質
問
。

教
職
員
課
長
は
、
非
常
勤
講
師
の
確
保
が
難
し
い
条

件
を
の
べ
、
「
引
き
続
き
人
材
確
保
に
努
め
る
」
と
答
え

ま
し
た
。

常
勤
職
員
の
増
員
を
要
求

辻
議
員
は
、
「
い
ま
定
数
政
策
の
転
換
を
図
ら
な
け

れ
ば
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
悪
循
環
を
繰
り
返
し
て
い

く
。
そ
の
結
果
、
子
供
に
基
礎
・
基
本
を
つ
け
さ
せ
る

少
人
数
指
導
に
な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
。
常
勤
職
員
を

き
ち
ん
と
採
用
す
る
方
向
に
転
換
す
べ
き
」
と
、
教
員

採
用
数
を
増
や
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

教
職
員
課
長
は
、
「
来
年
度
は
、
今
年
度
の
採
用
数

に
比
べ
約
１
３
０
人
増
の
約
３
５
０
人
を
採
用
す
る
。

今
後
と
も
非
常
勤
講
師
等
、
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
教
員
採
用
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
採
用
に
努

め
た
い
」
と
の
考
え
を
し
め
し
ま
し
た
。

辻
議
員
は
、
「
臨
時
採
用
講
師
の
多
用
化
は
安
上
が

り
の
定
数
政
策
。
県
教
委
の
定
数
削
減
の
計
画(

今
後
３

年
間
で
９
７
０
人
程
度)

も
出
さ
れ
て
お
り
、
一
体
の
問

題
だ
」
と
、
教
育
条
件
の
整
備
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
、

強
く
求
め
ま
し
た
。

復
帰
後
の
経
過
観
察
は
行
き
過
ぎ

辻
議
員
は
、
教
職
員
が
長
時
間
・
過
密
労
働
に
よ
り

健
康
を
害
し
て
い
る
問
題
で
、
県
教
委
が
８
月
か
ら
「
教

職
員
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
し
た
趣
旨
を
周
知

徹
底
す
る
よ
う
要
求
。
教
職
員
の
長
時
間
労
働
の
「
見

き
わ
め
」
や
、
精
神
疾
患
に
よ
る
病
気
休
暇
か
ら
復
帰

す
る
際
の
対
応
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

当
局
は
、
長
時
間
労
働
は
、
「
面
談
で
判
定
す
る
」

と
答
弁
。
復
帰
は
、
「
校
長
が
一
週
間
の
経
過
観
察
を

実
施
し
た
上
で
可
否
を
判
断
す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

辻
議
員
は
、
「
経
過
観
察
は
、
本
人
が
医
師
、
校
長

と
も
相
談
を
し
て
対
応
し
て
い
け
ば
す
む
問
題
。
医
師

や
教
育
委
員
会
等
の
判
断
で
復
帰
し
な
が
ら
、
ま
た
一

週
間
、
経
過
観
察
を
校
長
に
や
ら
せ
る
こ
と
は
行
き
過

ぎ
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
見
直
し
を
求
め
ま
し
た
。

新田議長に、請願を提出する、「いのちを

守る会」の代表ら＝9月 27日

化製場の建設予定地を調査する、（右か

ら）牧野、大畑、辻の各議員＝10 月

8日、湯来町

化製場建設問題で県に陳情する、湯来

町・大山町内会の人たちなど＝10 月

13日

台風被害を受けたリンゴ園の現地調

査をする辻、草谷議員ら＝10 月 28

日、高野町


